
熊本地震調査報告書 

 

調査団名「熊本地震の復興インフラの高耐久化・高品質化に関する調査」（土木学会コンク

リート委員会） 

 

調査団員： 

団長：岩城一郎（日本大学） 

幹事長：細田暁（横浜国立大学） 

佐川康貴（九州大学） 

田中泰司（東京大学生産技術研究所） 

小松怜史（横浜国立大学） 

橋本紳一郎（福岡大学） 

 

調査行程： 

2016 年 5 月 6 日（金）午後 

・阿蘇大橋，南阿蘇橋等の構造物調査 

・国道 57 号 滝室坂周辺の調査 

2016 年 5 月 7 日（土） 

早朝：国道 57 号 滝室坂周辺の再調査 

10 時：熊本河川国道事務所 森田康夫所長のヒアリング 

午後：美里町，益城町，熊本市街等における被害調査 

 

1. はじめに 

4 月 14 日（木）の夜と 4 月 16 日（土）の未明に熊本地方を襲った 2 つの地震は，我が国

の観測史上初めて 2 度にわたり震度 7 を記録し，49 名の尊い命が奪われる結果となった。

特に本震では阿蘇市内をはじめ大規模な斜面崩壊を引き起こし，益城町の中心部が壊滅状

態に陥るなど，熊本県から大分県に至る家屋や社会インフラに甚大な被害を与えた。 

土木学会ではこの地震による被害調査のため先遣隊を派遣し，その速報会を 4 月 27 日（水）

に行った。こうした調査は，現地に人の手が入らない生の状況をいち早く調査し，記録と

して残すと共に被害のメカニズムを解明する上で極めて重要と思われる。一方，少し時間

が経ったとしても，被害の状況を丁寧に調査すると共に，現地の最前線で復旧の指揮をと

る行政責任者との意見交換を通し，復旧・復興に向けた道筋を検討することも学および学

会の重要な任務と思われる。 

土木学会では，5 年前の東日本大震災の発災後，その復興に向けた様々な活動を展開して

きた。例えばコンクリート委員会では「コンクリート構造物の品質確保小委員会」（通称 350

委員会，委員長：田村隆弘徳山高専教授）を設置し，復興コンクリート構造物の品質確保



に向けた具体の取組みを推進してきた。この取組みは今年度から土木学会内の他の委員会

と連携し，重点研究課題「コンクリート構造物の品質・耐久性確保と人材育成のためのマ

ネジメントシステムの構築と実践」としてスタートすることとなった。また，内閣府では

SIP「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」（プログラム・ディレクター 藤野陽三

横浜国立大学教授）を立ち上げ，「道路インフラマネジメントサイクルの展開と国内外への

実装を目指した統括的研究」（プロジェクトリーダー：前川宏一）では，コンクリート床版

をはじめとするコンクリート構造物の高耐久化に関する技術開発を進め，その研究成果を

東北の復興道路および復興支援道路に実装している。 

このように，東日本大震災から 5 年経ち，発生した熊本地震からの復旧・復興を目指す

上で，東日本大震災の知見と経験を活かし，そこで創出された技術や考え方を熊本の地に

導入することは極めて重要と思われる。そのためには熊本の地象・気象状況を十分に把握

した上で，現地の被害状況やニーズに合致した対策を検討することが重要であると考え，

「復興インフラの高耐久化・高品質化に関する調査（東北震災の経験を活かして）」を目的

とした調査団が構成された。その構成は土木学会重点研究課題と SIP の主要メンバーからな

っている。上述の通り，今回の調査はその後の復興を見据えたものであるため，調査内容

は復旧や復興にあたって構造物の高品質化・高耐久化に資する情報収集を行うことに着眼

し，これを本編としてまとめ，構造物の被害状況は付録に掲載した。 

 

2. 調査報告 

2.1 熊本河川国道事務所 森田康夫所長のヒアリング 

（2016 年 5 月 7 日 10:00～10:35） 

 

 被災地の復旧の陣頭指揮を執る森田所長にヒアリングを行い，復旧事業における自治体

との連携や，復旧の後の中期的な地域の復興のために必要な道路ネットワークの改善のあ

り方について情報収集を行った。森田所長へのヒアリングから得られた情報に加えて，中

九州横断道路等に関する既往の公表資料，新聞報道等による情報収集を行い，2016 年 5 月

13 日時点での状況を以下にまとめる。 

 

 災害の復旧事業は県だけでは遂行できない状況にある。崩落した阿蘇大橋の復旧も本来

は県の仕事であるが，土砂崩れの発生した山の上部がまだ動いている状況にあり，5 月 2 日

に直轄の砂防担当職員が調査に入った状況である。国道 57 号にアクセスするための県管理

のミルクロードの道路啓開も熊本河川国道事務所が実施した。 

 このような状況において，政府は，5 月 6 日，熊本地震を大規模災害復興法に基づく「非

常災害」に指定し，道路や土砂災害現場の復旧など自治体の事業を国が代行できるように

する方針を固めた。大規模災害復興法は 2011 年の東日本大震災をきっかけに 2013 年に制

定されたもので，適用されるのは初めてである。非常災害に指定されれば，道路，港湾，
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3. まとめ 

 現地での道路構造物の調査および森田康夫熊本河川国道事務所長との意見交換を通し，

熊本地震による被災地の復旧を果たすためには阿蘇大橋周辺の国道 57号および俵山バイパ

スといった幹線道路の早期復旧が最優先課題であり，さらに今後の復興を目指す上で，中

九州横断道路（滝室坂の改築含む）や九州横断自動車道延岡線という横断軸の早期整備が

不可欠であることが明らかになった。この状況は東日本大震災以降，復興道路（三陸沿岸

道路）に加え，東北の横断軸となる復興支援道路（宮古盛岡横断道路，東北横断自動車道

釜石～花巻，東北中央自動車道相馬～福島）の早期着工・整備を行った状況と類似してお

り，東北地方整備局内での取り組みが参考になると思われる。東北地方整備局では，土木

学会と連携し，さらには SIP のプロジェクトの一環として，道路構造物の高品質化・高耐

久化を目指してきた経緯があり，こうした考え方やそこに導入する技術・ノウハウは必ず

や熊本の復興にも生かせるものと考えている。社会インフラの老朽化が叫ばれる中，新設

構造物については設計・施工段階から構造物の置かれる環境を十分に把握した上で，維持

管理に負担をかけない高耐久な構造物を構築することが不可欠であり，これは震災からの

復旧・復興に資する構造物も例外ではない。これまでの土木学会 350 委員会や SIP での研

究成果によれば，現地で調達可能な材料の特性を熟知したうえで，その特性を生かす，あ

るいは補う技術をフル活用することで，ライフサイクルコストを抑えつつ，高品質・高耐

久な社会インフラを構築することは十分可能であり，今後，九州地方整備局をはじめ関係

機関と調整を図りながら，その実現に向けた取り組みを推進していければと考えている。 

 

最後に本調査団の派遣をご了承いただき，ご支援いただいた藤野陽三 SIP プログラム・

ディレクター，前川宏一コンクリート委員会委員長兼 SIP プロジェクトリーダー，不眠不

休で現地の復旧にあたられる中，快く意見交換に応じてくれた森田康夫国土交通省九州地

方整備局熊本河川国道事務所長，さらには土木学会および SIP の関係各位に謝意を表しま

す。  
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橋長：27m

二俣橋には目

れる。シート

のである。 

建設年：19

沓座面の破

車道は 4 月

m 架橋年：

目視での被害

トは雨水の浸

974 年 

 

破壊の

29 日

1830

 

害は観

浸入を



14：

 

 

無筋の

壊し作

 

15：

 

 

円形橋

れなか

30 頃 橋梁

の橋脚の破壊

作業中であっ

00 頃 第一

橋脚の上下端

かった。車両

梁名 不明（

壊により落橋

った。 

一畑中橋視察

端に損傷が集

両通行止めと

（形式：桁橋

橋したものと

察（構造形式

集中していた

となっていた

 橋長：約

 

と推察される

：桁橋 橋長

 

た。帯筋の量

た。

15m 架橋

る。桁の鋼材

長：5.8ｍ

量が少ないよ

年：不明） 

材は丸鋼であ

架設年：19

ようである。

 

あった。橋の

976 年） 

 

桁の損傷は

 

の取り

は見ら



15：

 

 

桁を置

てい

い。 

 

15：

 

 

桁が橋

壁中央

30 頃 宮園

置くゴムパ

ることがわか

30 頃 寺迫

橋軸方向に水

央には鉛直に

園橋視察（構

ット（沓の代

かる。パラペ

迫橋（構造形

水平移動し，

に 1 本の大き

構造形式：桁橋

代わり）が見

ペット下部が

形式：桁橋 橋

橋台の桁受

きなひび割れ

橋 橋長：1

 

見えており，

が破壊。主鉄

橋長：50ｍ

 

受け部に斜め

れが発生して

15ｍ程度 竣

地震動の影

鉄筋が少ない

程度 竣工

めひび割れが

ていた。

竣工：1977

影響で橋軸直

い。通行止め

：不明） 

が発生してい

年） 

 

直角方向に移

めにはなって

いた。橋台の

移動し

ていな

 

のたて

 



16：

 

 

擁壁

ト端部

見られ

 

16：

 

 

阿蘇神

00 頃 寺迫

とボックスカ

部に損傷が発

れなかった。

30 頃 木山

神社同様に，

迫交差点のボ

カルバートの

発生していた

。 

山神社 

社は倒壊。

ボックスカルバ

の端部が衝突

た。それ以外

石碑や灯篭

バート 

 

突し，押抜き

外に地震動に

 

篭なども倒れ

きせん断のよ

によると思わ

れている。

ような形でボ

われる損傷は

 

ボックスカル

はカルバート

ルバー

トには

 

 



17：

 

 

多数の

下して

 

19：

 

 

桁のず

駅前か

00 頃 熊本

の斜面崩壊に

ている。 

00 頃 白川

ずれ，道路の

から延びる道

本城視察 

に伴う石垣の

川橋視察（形

の陥没等を確

道路上（県道

の崩壊，漆喰

形式：ローゼ橋

確認。主な破

道 22 号）に

 

喰で塗られた

橋 橋長：6

 

破壊は，ピン

にあるため，

た土壁の倒壊

69.6m 竣工

ン支承の破壊

通行止めの影

壊も確認。天

工年：1959 年

壊（熊本駅側

影響は非常に

天守閣等の瓦

年） 

側）。熊本駅東

に大きい。 

 

瓦も落

 

東口の


